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ここは l (um) とℓ (ta) の判別が付きにくい所です。

また単語区切り場所でも意味が大きく変わります。
したがって内容の把握が困難です。

fdarbadar dapaab badaum sb nadapaab badaum dapaadar sbpaab saaz
遠い農地は成長したが多いだけだった。軒並み国は多くなく、軒並み
多い農地だった。集まった交易人は様々になった。

saadaum aadata sdaum baqaab bsaum bab bqaab nadaftb sand qb
様々な家は暫くは家の集まりに後ろ向きだった。
保証された領土は古いだけで、豊かで無い国の国土では維持された。

kbsaadar baand datttk bqdar aadar bfbab bqbaab qaab sar
維持された様々な農地は連帯し定まった方向に、古い農地は幾らかの農地で
新しい領地になった。古いだけで小さいだけの土地は纏めた。

nadasaab bfaab dafaadar
出入りが無いだけで、新しく長期の農地だった。

badardasda bab fbab qaadaum spaab nadapaab dafaadata gadaumsb
軒並みに出入りの少ない領土は遠い領土だった。小さな家は集まった交易人を
多くせず、長期の間、外の(隔絶した)家の国だった

faadar sdar sand nadafaadata daqaab daqaadar dand aaqab s
良い農地は農地を集めた国土で、長期でない家は自立的(孤立的)だった。
自立的(孤立的)な農地は悪く人が離れてしまう様になった。
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saab nadaqb aadata sb nadaqtb sdaumsb daqaadar sdaand
幾らかの人は統治されず、暫く国も支配せず、家の集まった国だった。
自立農地は終着を迎えたが。

bada aab nadaqaab fdaraab qttqb k daqaatb sand
約束が全てで統治の無い国は遠い農地だけだった。
狭い地域は後に自立的な国の国土になった。

daumsb batb aadaum sand bqdaumb daqaaaum saumsb
家の国は変化し幾らかの家は苦労した。
古い家の人は自立的な希望で若者の国だった。

kdafaab qaab daqdar darb
後に長期間少ない自立農地は残った。


